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《 平成27年度総会報告 》 

平成27年 5月23日（土）いわて県民情報交流

センター（日本家政学会第67回大会会場）において、

「平成27年度総会」を開催、以下の議事について報告、

検討を行い、承認された。 

 

議 事 

平成26年度事業報告 

１． 総会 

平成26年5月24日（土）西日本総合展示場 

（日本家政学会第66回大会サブ会場） 

 

２． 役員会            

平成26年8月21日（木）信州大学 

平成27年3月7日（土）名古屋女子大学 

 

３． 連絡懇談会          

平成26年8月21日（木）信州大学 

    （夏季セミナー会場） 

 

４． 平成26年度夏季セミナー 

平成26年8月21日（木）・22日（金） 

会場：信州大学繊維学部／藤本つむぎ工房、笠原工業

常田館製絲場 

 

 

＜プログラム＞ 

●8月21日（木）会場：信州大学繊維学部 

講演１「繊維の技術で未来を紡ぐ ～養蚕から感性ま

で新たなテキスタイル・ファッション産業を展

望して～」  

    信州大学繊維学部教授 森川 英明氏 

講演２「被服構成材料を対象とした視覚的印象の客観

評価の試み」 

信州大学繊維学部准教授 金井 博幸氏 

 

 

 

 

講演3「五感で感じる色彩」 

椙山女学園大学生活科学部准教授 

橋本 令子氏 

 

●8月22日（金） 

見学1・実習 藤本つむぎ工房 

講師 佐藤 元政氏 

見学2 笠原工業常田館製絲場（国指定重要文化財） 

講師 笠原工業株式会社会長 笠原 一洋氏 

 

５． 情報交換会  

平成26年8月21日（木）花屋 

（別所温泉：夏季セミナー宿泊施設） 

 

６． 共同研究打ち合わせ  

平成26年8月21日（木）花屋 

（別所温泉：夏季セミナー宿泊施設） 

 

７． 平成26年度春季セミナー 

 平成27年3月7日（土）名古屋女子大学 

テーマ 『ファッション研究における色彩イメージの

検討法』 

講演１）「ファッション分野において色彩イメージを

取扱う研究のポイント」 

講師：名古屋学芸大学教授 石原久代 氏 

講演２）「デザインシミュレーションソフトウェア

4Dbox」 

講師：株式会社トヨシマビジネスシステムP&E 

事業部西日本支店 支店長 杉山俊輔 氏 

演習１）「オリジナルデザインと配色作成及び製品

シミュレーション」 

講師：株式会社トヨシマビジネスシステム イン

ストラクター 楠木恵子 氏 

 

 

色彩・意匠学部会会報 
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８． 平成２6年度役員構成 

部会長 ：武井玲子 

副部会長：井澤尚子、小町谷寿子 

常任委員： 

＜監事＞橘喬子 

＜庶務＞畑久美子、大澤香奈子 

＜会計＞佐々木由美子、蒲池香津代 

＜監査＞橋本令子、成田巳代子 

＜会報＞花田美和子、戸田賀志子 

＜夏季セミナー＞武井玲子、井澤尚子、遠藤恵、 

蒲池香津代、佐々木由美子、内藤章江、

難波めぐみ、畑久美子、花田美和子 

＜春季セミナー＞石原久代、小町谷寿子 

＜共同研究＞石原久代、井澤尚子 

＜ホームページ＞内藤章江 

＜顧問＞芦澤昌子 

 

９．平成２６年度会計報告 

平成26年4月1日－平成2７年3月31日 

収入の部 金額（円） 支出の部 金額（円） 

前年度繰越金 35,965 
通信費 

消耗品費 

10,290 

0 

部会費 33,000 HP使用料 5,537  

セミナー会費 269,000 セミナー開催費 448,657 

 

活動助成金   

（学会本部より） 

 

 

183,073 

 

印刷費       0 

財務活動支出（前年

度定期預金解約） 
90,062 

投資活動支出 

（定期預金） 
90,082 

雑収入（利息等） 20 
雑費     

（振込手数料等） 
864 

    次年度繰越金 55,690 

合計 611,120 合計 611,120 
 

   

 

以上の報告通り相違ありません。 

  監事  成田 巳代子 印 （平成27年４月４日） 

      武井 玲 子 印 （平成27年４月４日） 

 

 

平成27年度事業計画 

 

１．総会 

平成27年5月23日（土） 

いわて県民情報交流センター 

（日本家政学会第67回大会会場） 

 

２．役員会 

平成27年8月27日（木）キャンパスプラザ京都 

平成28年2月27日（土）YKKものづくり館 

 

３．連絡懇談会 

平成27年8月27日（木）キャンパスプラザ京都 

（夏季セミナー会場） 

 

４．平成２7年度夏季セミナー 

平成27年8月27日（木）・28日（金） 

会場：キャンパスプラザ京都 

 

５．情報交換会 

平成27年8月27日（木） 

京都センチュリーホテル（夏季セミナー宿泊施設） 

 

６．共同研究打ち合わせ 

平成27年8月27日（木） 

京都センチュリーホテル（夏季セミナー宿泊施設） 

 

７．平成27年度春季セミナー 

平成28年2月27日（土）ＹＫＫものづくり館 

テーマ 『ファスニング―広がる可能性―』 

講演１）「グローバルマーケティング」 

講師：ＹＫＫ㈱ ＧＭＧ グループ長 

柴田 晃伸 氏 

講演２）「ファスニング商品について」 

講師：ＹＫＫファスニングプロダクツ販売（株） 

管理センター広報室 宇谷 英世 氏 

講演３）「作品展『ファスナーで遊ぶ』より作品紹

介」 

講師：東京家政学院大学 富田弘美 氏 

  ワークショップ 「“チャックン”制作」 

 

8．平成２7年度役員構成 

部会長 ：蒲池香津代 

副部会長：小町谷寿子、畑久美子 

常任委員： 

＜監事＞成田巳代子、武井玲子 

＜庶務＞大澤香奈子、内藤章江、畑久美子 

＜会計＞井澤尚子、佐々木由美子 

＜会報＞戸田賀志子、鳥海薫、稲垣有美子 

＜夏季セミナー＞大澤香奈子、花田美和子、 

戸田賀志子、成田巳代子、橘喬子 

＜春季セミナー＞蒲池香津代、畑久美子、内藤章江 

＜共同研究＞石原久代、井澤尚子 

＜ホームページ＞花田美和子、難波めぐみ 

＜顧問＞芦澤昌子、橘喬子、橋本令子 
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９．平成2７年度予算案 

 

平成27年度総会議事録 

日 時 ：平成27年5月23日（土） 

12時00分～13時00分 

場 所 ：いわて県民情報交流センターB  

アイーナ7階 701会議室 

司 会 ：副部会長 井澤尚子 

出席者数：14名、委任状12名 

 

Ⅰ. 開会の辞 

    井澤副部会長より開会の辞が述べられた。 

Ⅱ. 部会長挨拶 

武井部会長より挨拶がなされた。 

Ⅲ. 議長選出 

議長に井澤副部会長が選出された。 

Ⅳ. 報告・審議事項 

1. 平成26年度事業報告 

大澤委員から平成26年度の事業報告があった。 

2. 平成26年度会計報告・同監査報告 

  蒲池委員から平成26年度の会計報告があった。 

  橋本委員から平成26年度の会計監査報告があった。 

3. 平成27年度色彩・意匠学部会役員について 

  武井部会長から平成27年度色彩・意匠学部会役員

について説明があり、了承された。 

  新旧部会長から一言挨拶がなされ、これを以って平

成27年度役員に交代する。 

4.平成27年度事業計画案 

  内藤委員から平成27年度の事業計画案が説明され、

了承された。 

  平成27年度春季セミナーは関東にて開催を予定す

る旨申し添えられた。 

5.平成27年度予算案 

井澤委員から平成27年度予算案が説明され、了承さ

れた。 

6.平成27年度夏季セミナーについて 

大澤委員から平成 27 年度夏季セミナーの詳細な内

容とスケジュールが説明された。 

夏季セミナーの案内は後日メールにて配信すること、

セミナー1 日目の公開講演会は京都光華女子大学短

期大学部との共催とすることが伝えられた。 

7.色彩・意匠学部会ホームページについて 

内藤委員から現状の取り組みが報告され、夏季セミナ

ー申込みに係るメールアドレスについて説明があっ

た。 

8.平成27年度共同研究について 

石原委員と井澤委員から現在進められている 2 つの

共同研究についてそれぞれ進捗と今後の展開が報告

された。 

9.その他 

新入部会員2名の紹介がなされた。 

武井委員から平成 28 年度夏季セミナー及び被服関

係部会合同セミナーの開催について意見を求められ

た。合同セミナーについては、部会としては平成29

年度の参加を検討する方向で意見がまとめられた。 

Ⅴ. 閉会挨拶 

小町谷副部会長より閉会の挨拶がなされた。 

 

《 夏季セミナー報告 》 

平成 27 年度 日本家政学会色彩・意匠学部会の公

開講演会ならびに第 37 回夏季セミナーが平成 27 年

8月27日（木）～28日（金）に２日間の日程で開催

された。今回はセミナーテーマを「色彩・意匠の感性

と科学 －広がる可能性－」と題し、公開講演会，見学

会を企画した。参加者は延べ52名であった。 

第1日目の公開講演会はキャンパスプラザ京都を会

場に、3 名の講師をお招きして行われた。テキスタイ

ルデザイナーとしてもご活躍されている金沢美術工芸

大学教授の大高 亨氏、感性の計測あるいは定量化に

ついてご研究されている京都工芸繊維大学大学院教授 

の佐藤 哲也氏、本部会の部会長も歴任された郡山女

子大学教授の武井 玲子氏によって、それぞれに異なる

側面から色と感性とにアプローチする話題を講演いた

だいた。フロアの一般参加者からも次々と質問が挙が

り、活気ある公開講演会となった。 

第2日目の見学会は、京都の伝統の技と感性に触れ

る見学会として、唐紙の唐長修学院工房の見学、唐長

三条インテリアサロン、千總ギャラリーの見学（自由

散策）、京友禅染体験工房での型友禅の染色実習を内容

に実施した。 

平成27年4月1

日～平成28年3月

31日収入の部 

金額（円） 支出の部 金額（円） 

前年度繰越金 55,690 
旅費交通費 

通信費 

0 

14,000  

平成25年度部会費 33,000 消耗品費 3,000 

平成25年度夏季 

セミナー＆講習会

等開催費 

335,195 印刷費 1,000  

   会議費 5,000  

助成金（本部より） 94,805 
セミナー＆講

習会等開催費 
430,000 

    HP使用料 １7,000 

  

 

財務活動支出 

 

 

90,082  

支払い負担金 

雑費 

財務活動支出 

2,000 

1,000 

90,082 

    次年度繰越金 45,690 

合計 608,772 合計 608,772 
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＜プログラム内容＞ 

●8月27日（木）公開講演会 

会場：キャンパスプラザ京都 第4講義室 

12:30～    受付 

13:00～13:10 挨拶 

13:10～14:20 講演1 「私にとっての布と色」  

金沢美術工芸大学教授 

大高 亨氏 

14:30～15:45 講演2 「色を通して見るヒトとモノ

のかかわり」 

京都工芸繊維大学大学院教授 

佐藤 哲也氏 

15:50～16:30 講演3 「被服の着用と洗濯による色

の変化」 

郡山女子大学教授  

武井 玲子氏 

17:00～17:40 役員会 

18:00～20:00 情報交換会（京都センチュリーホテル） 

 

●8月28日（金）実習・見学場所：京都市内 

9:45           京都市営地下鉄「松ヶ崎」集合 

10:00～12:00  見学１ 唐長 修学院工房 

12:30～13:30  昼 食 三井ガーデンホテル京都 

新町別邸 

13:30～14:45  見学２ 唐長三条インテリアサロン 

                          千總ギャラリー 等 

             （自由散策） 

15:00～      実習1 古代友禅株式会社 

 

 解散 

１）講演１ 

「私にとっての布と色」  

講師 大高 亨氏 （金沢美術工芸大学） 

 講師の大高氏によりテキスタイルデザイナーの立場か

ら、自身の作品における布と色について、あるいは企業

や産地との開発サポートの仕事から布と色とについて講

演された。さらに東北の染織品について実物資料も交え

て丁寧に解説された。 

 

 
公開講演会の様子 於：キャンパスプラザ京都 

２）講演２ 

「色を通して見るヒトとモノのかかわり」 

講師 佐藤 哲也氏（京都工芸繊維大学大学院） 

佐藤氏は感性工学の視点から色を表す、あるいは定量

化することから応用されるさまざまな色の可能性につい

て話題豊富に講演された。その中で、家政学的視点の重

要性についても触れられた。 

 

３）講演３ 

「被服の着用と洗濯による色の変化」 

講師 武井 玲子氏（郡山女子大学） 

武井氏により生活者自身に身近な衣服と色について、

アパレルの製造から衣生活における洗濯管理に関わる

潜在リスクとクレームの現状、新素材等への対応から、

今後の課題までを示され、アパレル製品のリスク管理に

おけるリスクコミュニケーションの重要性を講演され

た。 

 

4）見学１ 唐長 修学院工房 

唐紙の老舗として江戸時代から現在まで約４００年唐

紙制作を続ける日本で唯一の唐紙専門工房に伺った。見

学に訪れた修学院の工房では12代目当主の千田誠次様

から解説をいただいた。唐紙の版木の数々を、その意匠

の一つ一つについて説明下さり、唐紙制作のデモンスト

レーションも行って見せてくださった。 

 

 

千田誠次氏の唐紙制作デモンストレーション 

 

 
唐長 修学院工房での集合写真 
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5）見学2 唐長 三条インテリアサロン 

      千總ギャラリー など（自由散策） 

 今日市内中心部、三条室町界隈は古くから繊維産業の

中心として栄えてきた。ここに唐長三条インテリアサロ

ン、唐長がインテリアを手掛けたスターバックス、老舗

の和装メーカー千總のギャラリーがある。昼食後、これ

らを自由散策にてご覧いただいた。 

 

6）実習1 京友禅染体験工房 古代友禅株式会社 

伝統的な着物の柄や模様で京友禅染（型染）の実習を

行った。型紙と素材を重ねる際の説明を受けた後、1枚

の型紙に対して1色ずつ、染料を浸みこませた刷毛で刷

り、型紙を変え、同じ作業を繰り返して色を重ねていく。

色を重ねるたびにだんだんと目的のデザインに近づいて

いった。最後に自分の銘を筆で書いてオリジナルの風呂

敷が完成した。 

 

  

京友禅染体験中！ 於：京友禅染体験工房 

 

これまでにもセミナー他で何度となく京都にお越しの

ことと存じますが、この度の夏季セミナーが参加者の皆

さまの今後の教育や研究のヒントになれば幸いです。企

画段階から細かなご配慮やアドバイスをいただきました

先生方、お世話になりました関係者の皆様に心より感謝

申し上げます。 

        （夏季セミナー実行委員：大澤香奈子） 

                   

《 お知らせ 》 
 

平成２8年度 色彩・意匠学部会 

第３8回夏季セミナー 

 

平成２8年度色彩･意匠学部会総会及び夏季セミナーを

下記の通り、開催致します。部会員はじめ、部会員以外の

方々のご参加も歓迎いたしますので、皆様お誘い合わせの

上、ふるってご参加下さいませ。 

 

 期 日：平成２8年8月22日（月）、23日（火） 

 会 場：イトーキ東京イノベーションセンター

（SYNQA）１Ｆ「WORK CAFE」東京（京橋駅近く） 

テーマ： 企業におけるデザイン戦略 

 

＜プログラム＞ 

●8月22日（月） 

会場：イトーキ東京イノベーションセンター 

講演１「デザイン案が容器になるまで」    

講師 ライオン（株）研究開発本部 包装・容器

技術研究所 副主席研究員 中川 敦仁氏  

講演２「協創するワークプレイスのデザイン」  

講師 （株）イトーキ 先端研究統括部  

統括部長 大橋 一広 氏 

講演3「アジアにおける色彩文化比較と日本の色」  

講師 日本カラーデザイン研究所  

プロジェクト推進部 副部長 滝沢 真美 氏 

 

●8月23日（火） 

見学1 イトーキ東京イノベーションセンター 

 SYNQA 1F～3F見学 

見学2 道明組紐  

    上野教室の工房と本店ギャラリーの見学 

実習  組紐体験 

 

 申し込み・問い合わせ先： 

〒102-8341  東京都千代田区三番町22番地 

東京家政学院大学 現代家政学科 1705室 蒲池香津代 

TEＬ/FAX ： 03-3262-2617   

e-mail：kamachi@san.kasei-gakuin.ac.jp 

 

◇ 詳細は、後日案内をさし上げます。 

 

 

色彩・意匠学部会 ホームページ 

 

 平成22年度より、色彩・意匠学部会のホームページ

を開設しております。部会における取組の紹介やイベン

ト情報、会報のバックナンバーなどを掲載しています。

是非ご覧ください。 

 

 色彩・意匠学部会ホームページ URL 

http://shikisai-isyou.sakura.ne.jp/index.html 
 

色彩・意匠学部会規約 

 

第１章 総則 

第１条 本会は、一般社団法人日本家政学会色彩・意匠学部会と

する。 

第２条 本会は、一般社団法人日本家政学会の全国的な会員の交

流をはかり、色彩・意匠の学術・研究の成果を高め、

家政学の発展に寄与することを目的とする。 



 

 ６ 

第２章 事業  

第３条 本会は、その目的を達成するために次の事業を行う。 

１．部会総会 

２．部会セミナー 

３．部会講習会・見学会 

４．部会研究会 

５．会報・成果の印刷物配布 

６．その他、本会にて必要と認める事業 

第４条 事業は、毎年４月１日から始まり、翌年３月31日で終

わりとする。 

なお、本会の事業計画・事業報告は、学会理事会に報

告するものとする。 

第３章 会員   

  第５条 本会は、次の構成員で組織する。 

１．正会員  原則として日本家政学会会員で、色彩・

意匠学領域に関連する研究・教育に携わる者 

２．学生会員 色彩・意匠学領域に関心を持つ学生 

第４章 役員 

 第６条 本会の運営を円滑にするために、次の役員をおく。 

１．部会長     １名 

２．副部会長    ２名 

３．常任委員    ２０名以内 

４．監事      ２名 

５．顧問      若干名 

 第７条 部会長の選任、解任は次の通りである。 

１．部会長は、日本家政学会会員に限る。 

２．部会長の選任は、本会会員の互選によって選出し、

部会総会にて報告承認を行い、学会理事会において

承認を受ける。 

３．部会長の解任は、総会にて行い、学会理事会にお

いて承認を受ける。 

４．部会長が解任された場合は、前任者の残任期間は

他の役員が職務を代行する。 

第８条 副部会長・常任委員・監事・顧問は、会員の互選によっ

て選出し、総会にて承認、また、解任は総会にて行い、

残任期間は他の役員が職務を代行する。 

第９条 役員の任期は２年とし、再選をさまたげない。 

第１０条 役員の職務は次の通りとする。 

１．部会長は、本会を代表し、会の運営を統括する。 

２．副部会長は、部会長を補佐する。 

３．常任委員は、本会の業務を遂行し、必要に応じて

業務を分担する。 

４．監事は、本会会計の監査を行う。 

５．顧問は、必要な助言を行う。 

第５章 総会 

  第１１条 本会の総会は、原則として一般社団法人日本家政学

会の年次大会時に開催する。また、適宜臨時総会を

開催する事ができる。 

第６章 会費 

  第１２条 本会の会費は、年額千円とする。 

第７章 会計 

  第１３条 本会の運営経費は、会費による。 

  第１４条 会計年度は、毎年４月１日から始まり、翌年３月31

日で終わりとする。 

なお、本会の予算・決算報告は、学会理事会に報告

するものとする。 

第８章 規約の変更 

  第１５条 部会規約の変更は、総会の議決による。本規約の変

更は、総会において承認を受け、理事会に報告する。 

第９章 事務局  

  第１６ 条 本会の事務局は、庶務責任者または会計責任者の所

属する機関内におく。  

 ［付則］  

この規約は、昭和５３年４月１日より施行する。 

この規約は、昭和５８年８月２６日より施行する。 

この規約は、平成元年８月２２日より施行する。 

この規約は、平成１５年８月２８日より施行する。 

この規約は、平成２２年５月１日より施行する。 

この規約は、平成２５年５月１８日より施行する。 

  

   

 申し合わせ事項  

１．役員の職務は庶務・会計・セミナー・企画の係を分担する。 

 ２．庶務・会計は会員の中から補佐を依頼することが出来る。 

 ３．事務局は会計責任者の勤務先住所とする。 （付2） 

 ４．会計は会計責任者名で口座を開設する。 

 

（付1）：部会長連絡先  

〒102-8341  東京都千代田区三番町22番地 

東京家政学院大学 現代家政学科 1705室 蒲池香津代 

TEＬ/FAX ： 03-3262-2617   

e-mail：kamachi@san.kasei-gakuin.ac.jp 

 

（付2）：事務局連絡先 

〒102-8341  東京都千代田区三番町22番地 

東京家政学院大学 現代家政学科 1808室 井澤尚子 

 

（部会費振込み先）口座番号：0014―５―389316 

        口座名義：色彩・意匠学部会 

＜編集後記＞ 皆様のご協力のもと、会報の発行に至りました

ことを深く感謝いたします。本年度は春季セミナー、夏季セミ

ナーと名古屋、京都で行われ現代の意匠と過去の意匠の貴重な

体験が出来ました。「桜の色を何色で表現すると良いのか」とい

う唐長さんのお話は日本人の永遠の色彩意匠テーマであると深

く感動致しました。今後も部会員の皆様とともに歩んでいきた

いと思います。色彩・意匠学部会員の皆様の益々のご活躍をお

祈りしております。（担当 ：稲垣、鳥海、戸田） 


